
k;

〆

“

埠

鱈

k潤加･聯歩1噸半Ⅲ“

b↓ ザ 。 . ﾛｩ ロ －

円

M
←

＃1 1
. 尹・早･『

I‘ ’ ’ ’

1 ﾘl！
､ ' ' ' i
ｰ一-毎や

､XI

睡 ’I M

i{
砲

&，
11秘
旧

1I

1

I
（ 1台

1坤

I K6

Ｐ

・ 二A．‘ロ
P

可;~可訓

『甲
一

I’

[0

I

〃
罪
別

" ;IM ' I W11 鯆繭鍾繊繊艶獺凝ﾔ､心

Ⅱ
０
５
１

『

；獺９
口
１

マ
会
。
酉
０
今

マ

Ｊ

Ｂ

頃

’

１

勺
ｒ
ｌ
３
２

唾
勾
●

ｒ
●

や畷蝿蕊踊凝潮偽遮蜘緬漁鯛縣蝿
、一一 一一一→一一－.

軽穐鯛蕊徽峨辮騨g繍剛郷獅蜂軸)馴今鋤
瀧泌紬礎峨蝸鯏嚇卿雛。諭湾鋪礎細9

廊鱗

1 I＃§ 、 リT
I

¥割､（､荊｜
ノ

・隆卿；
＃

p

J

P

， A
q

、

4

1
I

可

Ｉ
そ

１
１
ｊ

へ

’

１
１
１

『4尖
‘ 、H

1. h,"ih

＊ ｰ
4

●

LJ ,｡′

亨｡〃､.
ロ

伊

風

一

。

■一 字

:段.■『可凶

｜霊鍬謡柵鮒紳“〆 …猟
…

一｡｡⑪ 9-世一

＝



:■11"|駆戸(■■伽x｣9 1
全

ノ

溝I』
巴一一

｜

－

｜I茨r言、 ；－＃

縦1‘｜G

●

■

I

談

■
■
■
５
０
Ｑ
８
月
Ｉ
４
６
ｊ
Ｎ
Ⅱ
‐
ぬ
刎
扣
’
’
０
‘
“
抄
竹

輯
／

／
・

l＝一一一－一重＝■

墨

笛嘗榊嚥哩坦奄や蝿
ゞ 』“燃鋳熱辮撫騨罐榊

章

率酎ぞ曇

蝋嘔擬騨鍾蹄鵠灘廻磯,“鱸
ゆ ー

測蝋嘔轤零賎綿辮蕊廻悩柵噌卿令や蝿

へ … へ

●

廻嘩蝋鯉鋤蝿諭廻迄

I
〆
へ I 、ヘ

１
１

－

､"畷や恥’
今

珊縫心奪翼､漁童癖"認二k.髄歎漁I鐸へ へ一

、黎矧盤遥雲嫌紬樺鵠騨職了穏知粋蕊､轄榊

熟

P

叩
ペ
ア
／

蒔
恥
１
１

趣睡

Ｉ

砺燕毒麹
■

“

■

１

９

０

。

冒亀題
一一一■ー

､／

｜
｜
’

１
１

壁〆

私

｜

￥－

｜ ，

全侭｛ ぺいI鳥琴ｬ電,｡翠些｡で雲-鶏愈

感・獣‘（、~

聖侯v

誤畢涜IQ擬憲｛ A I

（至脚

憾
一銭

○
″
〃
，
Ⅱ
』
や
２
９

へ
崎
溌蝋

却
‐

、 11
~

） 、

希-A"劇『-LJ=･+=礎､､息皇ノ
涜侭擬惠髭零泌旦耀.絹坤Ⅷ 寺

〆

’'■■I -
｝

i

聡

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
■
１
１
１
一

鍼
い
、
庇
峠
・
一
■
四
国

赫

：

壷
？
周

一

葬毎
制
糸
０

”
一
一

▲

一

捜
一
，
．
‘

朝
一
，
曇

一
‐
４
．
廟
一
弐
一

癖
一
Ⅲ報
一
壗

儲
貫
附
刎

繊
↑
ぽ
い
調
碗
Ⅷ
ノ
。
．

↑
唾
。
一
分

蕪

一
一
・

黙
・

く
‘肌

皇
１
－

◇
。

￥
一 I出罧壊腫 一

一と-丁=－ －－

艮 一＝
二 一 - - 一

陸



ー

〆

／
＝

丘

刺ｌ州

り

主
－ －ー－－

刺
、

－－ジ

「~子1 氷 、<↓〃><ｰ、/－－－－

． ．－

′・

、
､－

皇剛'“｜翼七’六

〃 〃 昭
二
２
１
６
４

″

″
一
〃
一
＃
一
新
老

、

■

ｐ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

且

日

日

可

一
新
潟

〃

剴
寸
創
叩
Ｊ
訓
柳
舗
酬
洲
刷
刷
瑚
判
剖
馴
堀
舅
会
毒
営
で
今
す
ゐ
岸
噺
鴎
陳
唯
賊
削
肘
一

り

’
’
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ

ｍ
－
寡
一
新
鐵
尉
創
割
洲
所
毒
舅
会
毒
営
で
今
す
ゐ

〃

肱
匝
八
一
二
一
二
浦
伽
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

一
！

筐
″

■
一
一

1
岬
二

．
煙
三
一

四
四
一

．
－
．
＃
一
可
天
．
Ｆ
‐
御
御
卜
陸
蹄
渥
峪
胸
慌
儘
畔
卜
毒
レ

iノ 一
，
三
込
一
裁
劉
胤
沙
確
概
桝
慨
牌
卜
峰
悌
‐
Ｅ
峠
桝
や
認
儘
應
卜
唯
物
判
’
１
陣
ｌ
嵯
蜘
粍
耐
諒
〆

・
一
・
内
国
引
渕
「

″
－
１
六
一
畑
州
崎
糖
こ
手
工
」
い
ふ
夕
・
ら

／
姿

陰
一|』二’一一

一
一
二
部
の
事
務
を
総
括
す
る
も
の
に
指
名
す
る

一
一

豚
』
例
崎
陶
に
任
命
す
る１
１

〃
一
〃
｜
賜
卜
存
小
家
庭
裁
判
所
判

り

一
一
部
の
事
務
を
総
括
す
る
も
の
に
指
名
す
る

王
家
捌
鳥
慧
爺
学
永
別
産
暑
臭
代
任
令
丁
な

二
部
の
事
務
を
総
括
す
る
も
の
に
指
名
す
る

璽
法
削
鬚
議
含
小
陸
去
諦

の

●

一
一二
』
部

一
一
部
の
事
務
を
総
括
す
る
も
の
に
指
名
す
る

家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
る

‐
」
‐
〃

の
事
務
を
総
括
す
る
も
の
に
指
名
す
る

’
1

兼
ね
て
賜
卜
ｆ
布
地
方
裁
判
所
到
事
に
浦
ナ
る
一
段
高
裁
判
所

部
の
事
務
を
総
括
す
る
も
の
に
詣
名
す
．
る

！
ｆ
‐
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

１
１

、

潟
家
庭
裁
判
．
所
判
事
嘆
補
す
鳥

～

;る

事
に
補
・
す
る

合
本
腸 I

１
１

ｲ

１
１
層
ｒ

一

１
９
１
１
８
１
１
１
１
．
」
’
の
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
８

－
４ 参

－

〃

"

戒
蒜
人
里

最
高
裁
判
所

〃

丁

ｑ

４

ｑ

ｊ

１

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

４

ｌ

ｌ

‐

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｄ

■

Ⅱ

■

■

Ⅱ

８

０

１

８

■

Ⅱ

９

６

０

８

８

。

■

０

■

日

■

９

日

■

■

９

０

■

#i1
１
１
０
１
１口 ｌ嘉才１

１

■

’
閣

’
｜
’－一

一

一 ー

肩
■■■■■■■■■■■■■■ 弓

／



ク ｜ ′ ｜ 〃 ｜ ｿ ｜ 〃l〃

叩
上
士
非
砺
雅
綱
柵
柵
鰕
牌
勝
阿

履
歴
書
用
‐
紙

豊彫!X
_'一塁に

ク
ノ

窪

ケグ
一

え

猫
恢
疾
家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
ろ

浦
和

荊
身
学
定
辱
Ｉ
退
嫁
わ

卜
次
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

一

城
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
ろ

～÷

ｉ
け
，
」
。
■
１
１
少
－
４
、
Ｆ
ｖ
Ｉ
Ｉ
ぐ
む
‐
ｔ
更
恥
も
乳
早
４
●
守
・
巳
ワ

I

ａ
、
！
‐
ｌ
Ｊ
ｇ
９
ｈ
Ｐ
Ｐ

ｃ

一

‐

稲

Ｉ

裁

‐

〕

ぞ

判

ｉ

・

；

所

言

三
釧
訓
潅
彌

謬
涜
省

〃最
高
裁
判
所

ク

▲
Ｄ
１
Ｐ
○
二
■
、
。

一
公


